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しました。嚥下の方は嚥下チームの

西田先生を中心に嚥下の教育的な

部分も含めた内容となっており、初

めからしっかりとした構想の上に企

画され ST の渡邊さん、検査技師の

柴田さん、管理栄養士の赤沢さん、

岩本さんがうまく調和した内容を組

み立て、忙しい小林看護師長の代役

を ST の三宅主査が練習時には代

役し、フォローを ST の三刀屋さん、

小西さんがするいう絶妙のチームワ

ークで作り上げられていました。もう

ひとつの熱傷は、なるべく日頃のＮＳ

Ｔを再現するということを目標に、始

めましたが当初なかなか台本も決ま

らず、結局当日になってもあれやこ

れやの大騒ぎでした。この 1 週間夜

 

 

去る 11 月 28 日の土曜日、兵庫医

大平成記念会館で第 12 回兵庫Ｎ

ＳＴ研究会が開催されました。当院

は幹事として東別府チェアマンの

開催の挨拶から始まり、チームメン

バーで壇上でのＮＳＴの活動を披

露しました。 

無事終了することができたのはメ

ンバー個々の熱い気持ちのおかげ

だと感謝いたします。 

当日会場には 150 名ほどの参加

者が集まりました。本格的に取り組

もうとしたのが 3 ヶ月前で、当日の

練習もいろいろとつまずきながら一

時はどうなることやらと本番を迎え

ました。テーマは２題、熱傷と嚥

下。2 つのチームでそれぞれ企画

実践チーム医療!!!!    ＮＳＴＮＳＴＮＳＴＮＳＴ２大イベント大成功！！ 

 

 

月日 内容 担当 

1/28 脂質代謝 東別府先生 

3/4 感染と栄養について 
武庫川女子大

雨海先生 

3/25 呼吸器の栄養 立川先生 

4/22 未定 未定 
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12 月 12 日土曜日、第 2 回摂食嚥

下研究会「神戸スワローズ」が当院

で開催されました。近隣の 12 施設

32 名の方々に集まっていただき盛

会のうちに終了できました。地域施

設の皆さんのこの会への期待を感

じ、今後も協力をしながら地域連携

をより深めていければと思うしだい

です。よろしくお願いいたします。さ

て、今回のテーマは嚥下食と口腔

ケアをとりあげ、その実際を聞くこと

により各施設での認識が違うのか、

ということで嚥下食については神戸

リハビリテーション病院栄養科主査

の太田さんに、実施されている嚥下

食の実際について具体的なお話を

いただきました。急性期病院と回復

期病院では扱う状態は違えど、各

施設においての嚥下食についての

考えはそれほどかけ離れていない

ように思えました。そして、当院から

は栄養管理室の岩本さんから嚥下

食ピラミッドの紹介をしてもらいまし

た。嚥下食のレベルを段階別に説

明し、サンプルを用いてその違いを

確認してもらいました。各施設との

遅くまで東別府先生を中心に山本

師長、検査の山城主査、管理栄

養士の船越主査、薬剤師の西岡

さん、田村さん、そして有岡みん

なで夜遅くまでがんばりました。最

終日に夜勤続きでやっと休みだっ

た井上先生も参加しセリフあわせ

ができました。が最後の最後まで

不安を残し当日を迎えました。 

結局がんばったかいあってか本

番は２テーマとも無事終了し、好

評を得ることができました。これを

またひとつのきっかけとしてＮＳＴ

は今後も飛躍していきたいと思い

ます。みなさんありがとうございま

した。 

共通認識を持つための第 1 段階

と考えています。そして、前回アン

ケートで一番皆さんが知りたいと

言われていた、口腔ケアの話を、

常盤短期大学の上原弘子先生に

熱く語っていただきました。歯科衛

生士の視点からみた口腔ケアとい

うことで、入院中の難しい症例へ

の対処方法など大変勉強になりま

した。歯科衛生士さんがいない施

設もあり、その場合は看護師さん

や言語聴覚士さんが口腔ケアを

担当しているようです。しかし、や

はり専門の方にアドバイスしても

らえることは、的確で患者や病院

にとっても大きなことだと思いま

す。多職種による協力体制をつく

ることは、もっと理解されなければ

いけないことだと思います。座長

をしていただいた神経内科の荒木

先生も、チーム医療としての重要

性を、口腔外科の西田先生も歯科

衛生士の必要性を強く感じておら

れました。またこの会の代表であ

るＮＳＴチェアマン東別府先生も、

地域の多職種の力を合わせられ

るようにするにはどうすればと、こ

の会を運用されています。各職種

が互いにそれぞれ地域における

連携をとることができれば、継続し

た円滑な治療ができて、患者さん

にとっても安心した医療が受けら

れることになるので、この会を充

実したものにできればと考えてい

ます。今後とも皆様よろしくお願い

いたします。 

あのう 

もうすぐ

本番です
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